
２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/16 火 「小説 羅生門」① ○

第1回(6/4)
*毎回ノート提出

2 4/23 火 「小説 羅生門」② ○

3 5/7 火 「小説 羅生門」③ ○

4 5/14 火 「小説 羅生門」④ ○

5 5/21 火 「小説 羅生門」⑤ ○

6 5/28 火 「小説 羅生門」⑥ 試験対策 ○

7 6/4 火 「小説 羅生門」⑦ 試験対策 ○

8 6/11 火 前期試験実施

9 10/1 火 「評論 <生きもの>として生きる」① ○

第2回(10/15)
第3回(11/5)   

*毎回ノート提出

10 10/8 火 「評論 <生きもの>として生きる」② ○

11 10/15 火 「評論 <生きもの>として生きる」③ ○

12 10/22 火 「評論 <生きもの>として生きる」④ ○

13 10/29 火 「評論 <生きもの>として生きる」⑤ ○

14 11/5 火 「評論 <生きもの>として生きる」⑥ ○

15 2/18 火 進級試験実施 ○ 答案返却日程調整

教 科 科 目 期間 担当者

高1国語 現 代 の 国 語
単位数：1単位

[標準単位：2単位]
年間 嶋田 浩樹

指導目標 小説を読むことを通して、登場人物の心理の変化を文脈に沿いつつも自由に想像し、人間の複雑に交錯する

内面の、繊細な表現を味わっていきたい。また、自分の物の見方や考え方を深め、それらを自分の言葉で表現すること

ができるようにしたい。評論の読解を通しては、論理的に考える姿勢を身に付け、意見を自分の力でまとめ上げ、発表

するレベルまで学習を深めていきたい。

スクーリング 全 １５ 回
面接指導：  回

教科書 高等学校 現代の国語(第一学習社)
講 義 ： １５回

レポート 全  ３ 回
添削指導： ３回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： １２回

定期試験 有り 学 期 ：  ２回 副教材 無し

定期試験の

評価割合
    ８０  ％

評定算出方法

１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画                      面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 6/25 火 「小説 山月記 中島 敦 ①」 ○

第1回(9/3)
*毎回ノート提出

2 7/2 火 「小説 山月記 中島 敦 �」 ○

3 7/9 火 「小説 山月記 中島 敦 ③」 ○

4 7/16 火 「小説 山月記 中島 敦 ④」 ○

5 9/3 火 「小説 山月記 中島 敦 ⑤」 ○

6 9/10 火 「評論 ペンギンがけんかした日 ①」 ○

第2回(10/8)
*毎回ノート提出

7 9/17 火 「評論 ペンギンがけんかした日 ②」 ○

8 9/24 火 「評論 ペンギンがけんかした日 ③」 ○

9 10/1 火 「評論 ペンギンがけんかした日 ④」 ○

10 10/8 火 後期中間試験 ○

11 12/3 火 「小説 夏目漱石 こころ ①」 ○

第3回(2/15)   
*毎回ノート提出

12 12/10 火 「小説  夏目漱石 こころ ②」 ○

13 12/17 火 「小説 夏目漱石 こころ ③」 ○

14 1/14 火 「小説 夏目漱石 こころ ④」 ○

15 1/21 火 「小説 夏目漱石 こころ ⑤」 ○

16 2/18 火 進級試験 〇

教 科 科 目 期間 担当者

高２国語 現 代 の 国 語
単位数：1単位

[標準単位：2単位]
年間 嶋田 浩樹

指導目標 １年次よりも難易度の高い評論や小説を一語一語丁寧に吟味し、読解する姿勢を身に付けたい。また、意見

や感想の発表の場を通して、自分と異なる他者の意見や主張、独自の解釈や鑑賞に触れる機会を増やし、自分の考え方

や感じ方の幅を広げたい。

スクーリング 全 １５ 回
面接指導：  ０回

教科書 高等学校 現代の国語(第一学習社)
講 義 ： １５回

レポート 全  ３ 回
添削指導： ２回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： １３回

定期試験 あり 学 期 ：  ２回 副教材 なし

定期試験の

評価割合
    ８０  ％

評定算出方法

１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画 1年生    面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接
指導

講義
レポート
(締切期日)

1 4/22 月
ガイダンス 〇
集団行動 〇

２ 5/13 月
【バドミントン】基本の動きと技術 〇

第１回（５/２７）
ドライブ、ショートドライブ、プッシュの方法 〇

３ 5/27 月
ヘアピン、（ジャンピング）スマッシュの方法 〇
基本戦術 サービスレシーブ、決定力を上げる、四隅を狙う

狙ったところに打つ、カウンタ―攻撃OF・DF、試合
〇

４ 6/10 月

ドロップ、ドリブンクリアの方法 〇

第２回（６/２４）

基本戦術 ダブルスサービスレシーブ、基本フォーメーション
       ローテーション、攻撃でオープンスペースを作る
       DF から OF（切り替え）、実戦フォーメーション、試合

〇

５ 6/24 月 実技試験
〇
〇

６ 9/2 月
試合（ダブルス） 〇
試合（シングルス） 〇

７ 9/30 月
【ハンドボール】基本の動きと技術、ルールの確認、色々なパス 〇
（ジャンプ、ステップ）シュートの方法、１対１ 〇

８ 10/28 月
ランニングシュート、ランニングパスからシュートの方法、２対１ 〇

第３回（１１/１
１）

色々なパスの練習方法（グループ）、試合（簡易的） 〇

９ 11/11 月
（ジャンプ、ステップ）シュートの練習方法（グループ） 〇
３対２、３対３ 〇

１０ 11/25 月 実技試験
〇

第４回（１２/９）
〇

１１ 12/9 月 チームの課題にあった練習方法（仲間と協力して技術を向上）
〇
〇

１２ 1/20 月 チームスポーツの楽しみ方を伝える（生涯にわたって楽しむための関わり方）
〇
〇

教 科 科 目 期間 担当者

保健体育 体 育
単位数：２単位
[標準単位：２単位]

年間 岩 本 亘 平

指導目標
体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一
体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

（１） 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付け
るようにする。

（２） 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

（３） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある
生活を営む態度を養う。

スクーリング 全２４回
面接指導：２４回

教科書 現代高等保健体育
講 義 ： ０回

レポート 全 ４回
添削指導： ４回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０回

定期試験 な し 学 期 ： ０回 副教材 配布プリント その他

定期試験の
評価割合

６０％
評定算出方法

１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画 2年生   面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接
指導

講義
レポート
(締切期日)

１ 6/3 月
ガイダンス、集団行動 〇

第１回（６/１７）【バドミントン】基本の動きと技術 〇

２ 6/17 月
ドライブ、ショートドライブ、プッシュ、ヘアピンの方法 〇
（ジャンピング）スマッシュ、ドロップ、ドリブンクリアの方法 〇

第２回（７/１）
３ 7/1 月 実技試験

〇
〇

４ 9/9 月

基本戦術 ダブルスサービスレシーブ、基本フォーメーション
       ローテーション、攻撃でオープンスペースを作る
       DF から OF（切り替え）、実戦フォーメーション

〇

試合（ダブルス） 〇

５ 10/7 月
【ハンドボール】基本の動きと技術、ルールの確認、色々なパス 〇

第３回（１０/２
１）

（ジャンプ、ステップ）シュートの方法、１対１ 〇

６ 10/21 月
ランニングシュート、ランニングパスからシュートの方法、２対１ 〇
色々なパスの練習方法（グループ）、試合（簡易的） 〇

７ 12/2 月
（ジャンプ、ステップ）シュートの練習方法（グループ） 〇

第４回（１２/１
６）

３対２、３対３ 〇

８ 12/16 月 実技試験
〇
〇

９ 2/10 月
チームの課題にあった練習方法（仲間と協力して技術を向上） 〇
チームスポーツの楽しみ方を伝える（生涯にわたって楽しむための関わり方） 〇

教 科 科 目 期間 担当者

保健体育 体 育
単位数：２単位
[標準単位：２単位]

年間 岩 本 亘 平

指導目標
体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一
体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

（１） 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付け
るようにする。

（２） 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

（３） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある
生活を営む態度を養う。

スクーリング 全１８回
面接指導：１８回

教科書 現代高等保健体育
講 義 ： ０回

レポート 全 ４回
添削指導： ４回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０回

定期試験 な し 学 期 ： ０回 副教材 配布プリント その他

定期試験の
評価割合

６０％
評定算出方法
１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画         2年生        面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付
曜

日
単元・学習内容

面接

指導
講義

レポート

(締切期日)

１ 4/15 月
ガイダンス 〇

01健康の考え方と成り立ち 02私たちの健康のすがた 〇

２ 5/20 月
03生活習慣病の予防と回復 04がんの原因と予防05がんの治療と回復 〇

第１回（６/３）06運動と健康 ０７食事と健康 〇

３ 6/3 月
08休養・睡眠と健康 09喫煙と健康 10飲酒と健康 〇

11薬物乱用と健康 12精神疾患の特徴 〇
第２回（６/１７）

４ 6/17 月
13精神疾患の予防 14精神疾患からの回復 15現代の感染症 〇

16感染症の予防 17性感染症・エイズとその予防 〇

第３回（７/１）
５ 7/1 月

18健康に関する意思決定・行動選択 19健康に関する環境づくり 〇

期末試験

６ 9/9 月
試験返却 01事故の現状と発生要因 02安全な社会の形成

03交通における安全 04応急手当の意義とその基本 〇

７ 10/7 月
05日常的な応急手当 06心配蘇生法 01ライフステージと健康 〇 〇

第４回（１０/２

１）
02思春期と健康 03性意識と性行動の選択 04妊娠・出産と健康 〇

８ 10/21 月
05避妊法と人工妊娠中絶 06結婚生活と健康 〇

07中高年期と健康 08働くことと健康 09労働災害と健康 〇

第５回（１２/２）

９ 12/2 月
10健康的な職業生活 01大気汚染と健康 02水質汚濁、土壌汚染と健康 〇

03環境と健康にかかわる対策 04ごみの処理と上下水道の整備 〇
第６回（１２/１

６）１０ 12/16 月
05食品の安全性 06食品衛生にかかわる活動 〇

期末試験

１１ 2/10 月

試験返却 07保健サービスとその活用 08医療サービスとその活用 〇

09医薬品の制度とその活用 10さまざまな保健活動や社会的対策

11健康に関する環境づくりと社会参加
〇

教 科 科 目 期間 担当者

保健体育 保 健
単位数：２単位
[標準単位：２単位]

年間 岩 本 亘 平

指導目標

保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が自らの健康

や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。

（１） 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

（２） 健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や

状況に応じて他者に伝える力を養う。

（３） 障害を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える健康づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態
度を養う。

スクーリング 全２２回
面接指導： ４回

教科書 現代高等保健体育
講 義 ：１６回

レポート 全 ６回
添削指導： ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０回

定期試験 あ り 学 期 ： １回 副教材 配布プリント その他

定期試験の
評価割合

７０％
評定算出方法
１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画 面接指導施設：町田調理師専門学校

回 日付
曜
日

単元・学習内容
面接
指導

講義
レポート
(締切期日)

1 4/19 金 小説「夢十夜 第一夜」① 〇

第１回（5/24）
ノート提出

2 4/26 金 小説「夢十夜 第一夜」② 〇

3 5/10 金 小説「夢十夜 第一夜」③ 〇

4 5/17 金 小説「夢十夜 第一夜」④ 〇

5 5/24 金 小説「夢十夜 第一夜」⑤ 〇

6 5/31 金 小説「夢十夜 第一夜」⑥（試験対策） 〇
7 6/7 金 春学期期末試験 〇

8 10/18 金 話して伝える「話し方の工夫」① 〇

第２回（11/8）
ワークシート提出

9 10/25 金 話して伝える「話し方の工夫」② 〇

10 11/1 金 話して伝える「待遇表現」① 〇

11 11/8 金 話して伝える「待遇表現」② 〇

12 11/15 金 話して伝える「論理的な表現」① 〇

第３回（12/6）
ワークシート提出

13 11/22 金 話して伝える「論理的な表現」② 〇

14 11/29 金 書いて伝える「書き方の基礎レッスン」① 〇

15 12/6 金 書いて伝える「書き方の基礎レッスン」② （試験対策） 〇

16 2/7 金 秋学期期末試験

教 科 科 目 期間 担当者

国語 現代の国語
単位数： ２単位
[標準単位：２単位]

年間 遠 藤 寿 一

指導目標
１． 小説というテクストを批判的に読むことで、小説を論理的に分析する能力を磨く。
２． 社会生活に役立つ「話すこと・聞くこと・書くこと・読むこと」に関する知識と技能を身に着ける。

スクーリング 全 １４ 回
面接指導： ４ 回

教科書 第一学習社 高等学校 現代の国語
講 義 ： １０ 回

レポート 全  ６ 回
添削指導： ３ 回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０ 回

定期試験 あ り
前 期 ：  １ 回
後 期 ：  ２ 回

副教材 配布プリント その他

定期試験の
評価割合

７０  ％
評定算出方法
１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画 面接指導施設：町田調理師専門学校やかい

回 日付
曜
日

単元・学習内容
面接
指導

講義
レポート
(締切期日)

1 6/17 月 歌物語「伊勢物語」芥川 〇
第1回（6/28）
ノート提出

2 6/21 金 歌物語「伊勢物語」筒井筒① 〇

3 6/28 金 歌物語「伊勢物語」筒井筒② 〇

4 7/5 金 物語「源氏物語」桐壺 〇

第2回（9/20）
ノート提出

5 9/6 金 物語「源氏物語」夕顔 〇

6 9/13 金 物語「源氏物語」若紫 〇

7 9/20 金 物語「源氏物語」薄雲 〇

8 10/4 金 試験対策 〇

9 10/11 金 秋学期中間試験 〇

10 12/13 金 漢文「桃花源記」① 〇 第3回（1/10）
ノート提出11 1/10 金 漢文「桃花源記」② 〇

12 1/17 金 漢文「桃花源記」③（試験対策） 〇

13 2/7 金 秋学期期末試験 〇

14 2/17 月 古典の詩歌「古今和歌集」 〇

教 科 科 目 期間 担当者

国語 言語文化
単位数： ２単位
[標準単位：２単位]

年間 遠 藤 寿 一

指導目標
１． 文学テクストを批判的に読み、作品の背景にある社会システムを深く理解する。
２． 日本文学と中国文学の関わりをとらえ、教養としての古典を身に着ける。

スクーリング 全 １１ 回
面接指導： ４ 回

教科書 第一学習社 高等学校 言語文化
講 義 ： ７ 回

レポート 全  ６ 回
添削指導： ３ 回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０ 回

定期試験 あ り 後 期 ：  ２ 回 副教材 配布プリント その他

定期試験の
評価割合

７０  ％
評定算出方法
１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画 3年生    面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接
指導

講義
レポート
(締切期日)

１ 4/22 月
ガイダンス 〇
集団行動 〇

２ 5/13 月
【バドミントン】基本の動きと技術 〇

第１回（５/２７）
ドライブ、ショートドライブ、プッシュ、ヘアピン確認 〇

３ 5/27 月
（ジャンプ）スマッシュ、ドロップ、ドリブンクリア確認 〇
基本戦術 サービスレシーブ、決定力を上げる、四隅を狙う

試合（簡易的）
〇

４ 6/10 月
ドライブ、ショートドライブ・プッシュ練習方法（グループごと） 〇

第２回（６/２４）
基本戦術 狙ったところに打つ、カウンター攻撃OF・DF、試合 〇

５ 6/24 月 実技試験
〇
〇

６ 9/2 月
プッシュ、ヘアピン、スマッシュ練習方法（グループごと） 〇

第３回（１０/２
８）

基礎戦術 ダブルスのサービスレシーブ、基本フォーメーション
       ローテーション、試合

〇

７ 10/28 月
【ハンドボール】基本の動きと技術、ルールの確認、色々なパス 〇
（ジャンプ、ステップ）シュートの方法、１対１
ランニングシュート、ランニングパスからシュートの方法、２対１

〇
第４回（１１/１

１）
８ 11/11 月 実技試験

〇
〇

９ 11/25 月
３対２、３対３、チームの課題にあった練習方法（仲間と協力して技術を向上） 〇
チームスポーツの楽しみ方を伝える（生涯にわたって楽しむための関わり方） 〇

教 科 科 目 期間 担当者

保健体育 体 育
単位数：２単位
[標準単位：２単位]

年間 岩 本 亘 平

指導目標
体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と体を一
体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

（１） 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付け
るようにする。

（２） 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他
者に伝える力を養う。

（３） 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある
生活を営む態度を養う。

スクーリング 全１８回
面接指導：１８回

教科書 現代高等保健体育
講 義 ： ０回

レポート 全 ４回
添削指導： ４回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０回

定期試験 な し 学 期 ： ０回 副教材 配布プリント その他

定期試験の
評価割合

６０％
評定算出方法
１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画 面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)

1 4/23 火 松前重義、名利なき証言① 〇

5/14

6/25

7/9

9/3

10/1

10/29

11/12

11/26

2 5/14 火 松前重義、名利なき証言② 〇

3 6/25 火 ロシアのウクライナ侵攻について考える 〇

4 7/9 火 人口知能AIについて考える 〇

5 9/3 火 SDGSについて考える 〇

6 10/1 火 校長講話（予定） 〇

7 10/29 火 職業人として①（プロフェッショナル仕事の流儀） 〇

8 11/12 火 職業人として②（プロフェッショナル仕事の流儀） 〇

9 11/26 火 職業人として③（プロフェッショナル仕事の流儀） 〇

10 1/21 火 一年間のまとめ 〇

教 科 科 目 期間 担当者

地理歴史 高校現代文明論
単位数： ２単位

[標準単位： ２単位]
年間 田村 基成

指導目標

東海大学の建学の精神に基づき、思想を培い、希望を星につなげることを目的とする。

スクーリング 全 １０ 回
面接指導：  ４回

教科書 新版 高校現代文明論
講 義 ： ６回

レポート 全  ６ 回
添削指導： ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ０回

定期試験 なし 学 期 ：  ０回 副教材 なし

定期試験の

評価割合
         

評定算出方法

１００法５段階評定
A４フラットファイルを用意



２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/16 火 ガイダンス 〇

4/23

5/21

6/11

7/2

9/17

10/29

12/3

2/18

2 4/23 火 主権国家体制、絶対王政 〇

3 5/7 火 イギリス産業革命 〇

4 5/14 火 アメリカ独立戦争 〇

5 5/21 火 フランス革命 〇

6 5/28 火 ナポレオンの大陸支配 〇

7 6/4 火 ウィーン体制 〇

8 6/11 火 ペリー来航と条約締結 〇

9 6/18 火 尊王攘夷運動の高まり 〇

10 6/25 火 大政奉還と王政復古 〇

11 7/2 火 前期期末試験

12 9/3 火 １９世紀イギリスとフランス 〇

13 9/10 火 イタリア・ドイツの統一 〇

14 9/17 火 明治維新 〇

15 10/8 火 日本のアジア外交 〇

16 10/22 火 自由民権運動 〇

17 10/29 火 帝国主義 〇

18 11/5 火 日清戦争 〇

19 11/12 火 日露戦争 〇

20 11/26 火 日本の産業革命 〇

21 12/3 火 後期中間試験 〇

22 12/10 火 第一次世界大戦 〇

23 12/17 火 ヴェルサイユ・ワシントン体制 〇

24 1/14 火 世界恐慌 〇

25 1/21 火 第二次世界大戦 〇

26 2/18 火 後期期末試験 〇

27 2/25 火 一年間のまとめ 〇

教 科 科 目 期間 担当者

地理歴史 歴史総合
単位数： ２単位

[標準単位： ２単位]
通年 田村 基成

指導目標

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を設定したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能

力を育成する。

スクーリング 全 ２７ 回
面接指導： １０回

教科書 実教出版 歴史総合
講 義 ： １７回

レポート 全  １０ 回
添削指導： ６回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： ４回

定期試験 あり 学 期 ：  １回 副教材 なし（A４フラットファイルを用意）

定期試験の

評価割合
   ７０％

評定算出方法

１００法５段階評定
５段階
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２０２４年度年間教育計画 面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付
曜

日
単元・学習内容

面接

指導
講義

レポート

(締切期日)

1・２ 4/17 月
第１章 生活のマネジメント

     ライフステージを考える
2

第1回 (5/30)３・４ 5/20 月
    意思決定とは

２

5・6 6/3 月
第２章 青年期の課題と自立

    発達課題について
２

7・8 6/17 月
第３章 家族・家庭生活のマネジメント

    家族とは
２

第2回 (6/27)
９・10 7/1 月

       法律から見る家族・家庭

前期定期試験
１ ２

11・12 7/8 月 夏季特別プログラム ２ 第３回 （7/20）

13・14 9/9 月
第６章 共生社会をつくる ２ 第４回  (9/30)

15・16 10/7
月 第９章 食生活のマネジメント

  
２

第５回 (10/21)
17・18 10/21

月     持続可能な食生活
２

19・20 12/２ 月
学園祭展示用作品の製作

２

第６回（12/20）
21・22 12/16 月

学園祭展示用作品の製作
２

23-・24 2/10 月 第７章 持続可能な社会 ２

２５ 2/17 月 後期期末試験 １

２6 2/25 火 テスト返却と解説 １

教 科 科 目 期間 担当者

家庭科 家庭基礎
単位数： ２ 単位

[標準単位：２ 単位]
年間 庄司 和子

指導目標

１．人の一生と家族・家庭及び衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識を習得させ、生活の充実向上を図る

能力と実践的な態度を育てる

２．生活を創造する力（生活マネジメント力）、意思決定の方法を身につける。

３．自分らしく生きるためのライフスタイルを考える。

スクーリング 全 ２4 回
面接指導： １ 回

教科書 Cｒｅａｔｉｖｅ Ｌｉｖｉｎｇ
講 義 ： ２６ 回

レポート 全  ６ 回
添削指導：  ６回

学習図書
その他 ：  ０回

定期試験 あ り 学 期 ： 計３回 副教材 配布プリント

定期試験の

評価割合
   ８０   ％

評定算出方法

１００法５段階評定
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２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/16 火 自然数の四則演算、約数と倍数 〇

第1回(5/14)2 4/23 火 計算順序、分数の四則演算 〇

3 5/7 火 小数の四則演算 〇

4 5/14 火 正負の数の四則演算1 〇
第2回(5/28)

5 5/21 火 正負の数の四則演算2 〇

6 5/28 火 単項式と多項式 〇

第3回(6/18)7 6/4 火 多項式の整理 〇

8 6/11 火 多項式の加法・減法 〇

9 6/18 火 多項式の乗法 〇

第4回(9/10)
10 6/25 火 整式の演習 〇

11 7/2 火 前期期末試験

12 7/9 火 展開の公式その１ 〇

13 9/3 火 展開の公式その２ 〇

14 9/10 火 因数分解１ 共通因数のくくりだし 〇 〇

第5回(10/22)
15 9/17 火 因数分解２ 因数分解の公式 〇

16 9/24 火 因数分解３ たすきがけ１ 〇

17 10/1 火 因数分解４ たすきがけ２ 〇

18 10/8 火 様々な展開と因数分解

19 10/22 火 平方根 〇

第6回(11/26)20 10/29 火 根号を含む式の計算 〇

21 11/5 火 分母の有理化 〇

22 11/12 火 実数 〇

23 11/26 火 因数分解・根号を含む式の演習 〇

24 12/3 火 後期中間試験 〇

25 12/10 火 1次方程式 〇
第7回(1/21)

26 12/17 火 不等式

27 1/14 火 不等式の性質 〇

第8回(2/25)28 1/21 火 1次方程式と1次不等式の演習 〇

29 2/18 火 後期期末試験 〇

30 2/25 火 不等式の利用・連立不等式 〇

教 科 科 目 期間 担当者

数学 数学I
単位数： ２単位

[標準単位： ３単位]
年間 糸賀雅史

指導目標

１．整式の基本的な性質を理解

２．自然数、整数、有理数、無理数、実数の理解と平方根を含む数の計算

３．一次不等式と二次方程式の理解

スクーリング 全 30 回
面接指導：  4回

教科書 東京書籍 新数学I
講 義 ： 17回

レポート 全 78回
添削指導：  6回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ：  2回

定期試験 あ り
学 期 ： 前期1回

後期2回
副教材 なし

定期試験評価割合    70％ 評定 100点法5段階評定



２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/16 火 関数と1次関数 〇

第1回(5/14)2 4/23 火 １次関数と２次関数 〇

3 5/7 火 y = 𝑥ଶ、y = a𝑥ଶのグラフ 〇

4 5/14 火 y = a𝑥ଶ + 𝑞のグラフ 〇

第2回(6/4)5 5/21 火 y = a(𝑥− 𝑝)ଶのグラフ 〇

6 5/28 火 y = a(𝑥− 𝑝)ଶ + 𝑞のグラフ 〇

7 6/4 火 y = a𝑥ଶ + 𝑏𝑥+ 𝑐の変形1 〇

第3回(6/25)8 6/11 火 y = a𝑥ଶ + 𝑏𝑥+ 𝑐の変形2
9 6/18 火 y = a𝑥ଶ + 𝑏𝑥+ 𝑐のグラフ

10 6/25 火 2次関数の復習 〇

11 7/2 火 前期期末試験 〇

12 7/9 火 ２次関数の最大値・最小値 〇
第4回(9/10)

13 9/3 火 限られた範囲での最大値・最小値 〇

14 9/10 火 ２次方程式の解法 〇
第5回(9/24)

15 9/17 火 ２次関数のグラフと２次方程式 〇

16 9/24 火 ２次方程式と２次不等式1 〇

第6回(10/22)17 10/1 火 ２次方程式と２次不等式2 〇

18 10/8 火 ２次方程式と２次不等式3 〇

19 10/22 火 様々な２次不等式 〇 第7回(10/29)
20 10/29 火 集合、共通部分と和集合 〇

第8回(11/12)
21 11/5 火 命題と真偽 〇

22 11/12 火 ２次関数と集合の演習 〇

23 12/3 火 後期中間試験

24 12/10 火 必要条件と十分条件、命題と集合 〇
第9回(1/14)

25 12/17 火 逆と裏と対偶 〇

26 1/14 火 比と比例式の復習 〇

第10回(2/25)27 1/21 火 集合と命題の演習 〇

28 2/18 火 後期期末試験

29 2/25 火 百分率の復習 〇

教 科 科 目 期間 担当者

数学 数学I
単位数： ２単位

[標準単位： ３単位]
年間 糸賀雅史

指導目標

１．関数への理解

２．二次関数の性質の理解と y = a𝑥ଶ +𝑏𝑥+ 𝑐のグラフの作成

３．集合の理解と命題の理解、命題と逆、裏、対偶の理解

スクーリング 全 29 回
面接指導：  4回

教科書 東京書籍 新数学I
講 義 ： 16回

レポート 全 10 回
添削指導：  6回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ：  4回

定期試験 あ り
学 期 ： 前期1回

後期2回
副教材 なし

定期試験評価割合    70％ 評定 100点法5段階評定



２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/16 火 集合、共通部分と和集合 〇

第1回(5/7)
2 4/23 火 命題と真偽 〇

3 5/7 火 必要条件と十分条件、命題と集合 〇
第2回(5/21)

4 5/14 火 逆と裏と対偶 〇

5 5/21 火 データの整理と代表値 〇

第3回(6/11)6 5/28 火 四分位数と箱ひげ図 〇

7 6/4 火 分散と標準偏差 〇

8 6/11 火 相関関係と相関係数 〇
第4回(6/25)

9 6/18 火 仮説検定 〇

10 6/25 火 集合と命題、データ分析の演習 〇

11 7/2 火 前期期末試験

12 9/3 火 根号を含む式の計算の復習 〇
第5回(9/17)

13 9/10 火 相似な三角形、三平方の定理の復習 〇

14 9/17 火 タンジェント 〇
第6回(10/22)

15 10/8 火 サインとコサイン 〇

16 10/22 火 三角比の利用１ 〇
第7回(11/5)

17 10/29 火 三角比の利用２ 〇

18 11/5 火 三角比の相互関係 〇 第8回(2/6)
19 11/12 火 鈍角の三角比 〇

20 11/26 火 三角比の演習1 〇

21 12/3 火 後期中間試験

22 12/10 火 正弦定理 〇

23 12/17 火 余弦定理 〇

24 1/14 火 三角形の面積 〇

第10回(2/25)
25 1/21 火 三角比の演習2 〇

26 2/18 火 後期期末試験

27 2/25 火 三角比と計量 〇

教 科 科 目 期間 担当者

数学 数学I
単位数： ２単位

[標準単位： ３単位]
年間 糸賀雅史

指導目標

１．集合の理解と命題の理解、命題と逆、裏、対偶の理解

２．データの数理的な処理方法の理解

３．三角比の意味の理解

４．正弦定理・余弦定理の理解と図形の計量への活用

スクーリング 全 27 回
面接指導：  4回

教科書 東京書籍 新数学I
講 義 ： 14回

レポート 全 10 回
添削指導： 6回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： 4回

定期試験 あ り
学 期 ： 前期1回

後期2回
副教材 なし

定期試験評価割合 70％ 評定 100点法5段階評定



２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容 面接指導 講義 レポート(締切期日)
1

4/26 火
授業の進め方、試験・評価について ○

第1回(6/21)

2 社会に生きる私たち ○

3
5/24 火

伝統文化とのかかわり ○

4 自立した主体をめざして ○

5
6/7 火

人間と社会のあり方についての見方・考え方① ○

6 人間と社会のあり方についての見方・考え方② ○

7
6/21 火

人間の尊厳と平等、個人の尊重 ○

第2回(7/ )8 民主主義と法の支配① ○

9
7/5 火

民主主義と法の支配② ○

10 日本国憲法に生きる基本的原理 ○

11 特プロ 前期試験 ○ 第3回(7/ )
※ノート提出12 特プロ 試験返却・解説、まとめ ○

13
9/6 火

私たちと法 ○

第4回(10/3)
14 法と基本的人権 ○

15
9/20 火

平等に生きる権利と法 ○

16 法をよりよいものにするための権利 ○

17
10/4 火

契約と消費者の権利・責任 ○

18 司法参加の意義① ○

第5回(11/15)
19

10/18 火
司法参加の意義② ○

20 私たちと選挙 ○

21
11/1 火

国会と立法 ○

22 内閣と行政 ○

23
11/15 火

国家と国際法 ○

第6回(12/ )
24 今日の国際社会 ○

25
11/29 火

私たちと経済 ○

26 労働者と権利 ○

27 特プロ 後期中間試験 ○

28 特プロ 試験返却・解説、まとめ ○

第7回(3/ )

29
1/17 火

日本経済のこれまでとこれから ○

30 現代の企業 ○

31
2/14 火

日本の農林水産業 ○

32 市場経済の機能と限界 ○

33 特プロ 地球環境問題 ○

34 特プロ 進級試験 ○ 第8回(3/ )
※ノート提出35 特プロ 試験返却・解説、まとめ ○

教 科 科 目 期間 担当者

社会 公共
単位数： 2単位

[標準単位：2単位]
年間 福元佑紀

指導目標：現実社会の諸課題の解決に向け自己と社会との関わりを踏まえ、社会に参画する主体として自立し、他者と

協働してよりよい社会を形成するための素養を身につける。

スクーリング 全 ３５ 回
面接指導：  回

教科書 高等学校 新公共（第一学習社）
講 義 ： ３５回

レポート 全  ８ 回
添削指導： ６回

学習図書 なし
その他 ： ２回

定期試験 あ り 前期１回、後期２回 副教材 なし

定期試験の

評価割合
   ８０ ％

評定算出方法

１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画             面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 6/18 火 「古文 児のそら寝 ①」 ○

第1回(9/3)
*ノート毎回提出

2 6/25 火 「古文 児のそら寝 ②」 ○

3 7/2 火 「古文 児のそら寝 ③」 ○

4 7/9 火 「古文 児のそら寝 ④」 ○

5 7/16 火 「古文 児のそら寝 ⑤」 ○

6 9/3 火 「古文 児のそら寝 ⑥」 ○

7 9/10 火 「俳句 ①」 ○
第2回(9/24)     

*ノート毎回提出
8 9/17 火 「俳句 ②」 ○

9 9/24 火 後期中間試験実施 ○

10 11/12 火 「漢文入門 ①」 ○

第3回(12/10)
*ノート毎回提出

11 11/26 火 「漢文入門 ②」 ○

12 12/3 火 「漢文入門 ③」 ○

13 12/10 火 「漢文入門 ④」/「狐借虎威①」 ○

14 12/17 火 「狐借虎威②」 ○

試験返却日程調整
15 1/14 火 「狐借虎威③」 ○

16 1/21 火 「狐借虎威④」 ○

17 2/18 火 進級試験実施 〇

教 科 科 目 期間 担当者

高1国語 言 語 文 化
単位数： 1 単位

[標準単位： 2単位]
年間 嶋田 浩樹

指導目標 古文、漢文、近代以降の韻文の学習を通して、長い歴史をもつ日本語の特異性や言葉の豊かさを理解すると

ともに、大陸文化の影響についても視野を広げて見ていきたい。

スクーリング 全 １５ 回
面接指導：  ０回

教科書 高等学校 言語文化(第一学習社)
講 義 ： １５回

レポート 全  ３ 回
添削指導： ３回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： １２回

定期試験 有り 学 期 ：  ２回 副教材 無し

定期試験の

評価割合
    ８０  ％

評定算出方法

１００法５段階評定



２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/16 火 「短歌 齋藤茂吉①」 ○

第1回(6/11)
*ノート毎回提出

2 4/23 火 「短歌 齋藤茂吉② ○

3 5/7 火 「土佐日記 紀貫之①」 ○

4 5/14 火 「土佐日記 紀貫之②」 ○

5 5/21 火 「土佐日記 紀貫之③」 ○

6 5/28 火 「土佐日記 紀貫之④」 ○

7 6/4 火 「土佐日記 紀貫之⑤」 ○

8 6/11 火 「土佐日記 紀貫之⑥」試験対策 ○

9 6/18 火 前期試験実施 ○
第2回(10/22)
*ノート毎回提出

10 10/15 火 「詩 高村光太郎」 ○

11 10/22 火 「詩 谷川俊太郎」 ○

12 10/29 火 「方丈記 鴨長明 ①」 ○

第3回(11/12)
*ノート毎回提出

13 11/5 火 「方丈記 鴨長明 ②」 ○

14 11/12 火 「方丈記 鴨長明 ③」 ○

15 2/18 火 進級試験 ○

教 科 科 目 期間 担当者

高２国語 言 語 文 化
単位数： 1 単位

[標準単位： 2単位]
年間 嶋田 浩樹

指導目標 1年次より難易度の高い古文、漢文、近代以降の韻文の学習を通して長い歴史をもつ日本語の特異性や言葉

の豊かさを理解するとともに、名作を音読する習慣も身に付けていきたい。また、私達の生活の中に生き続けている日

本独自の文化についても再認識したい。

スクーリング 全 １５回
面接指導：  ０回

教科書 高等学校 言語文化(第一学習社)
講 義 ： １５回

レポート 全  ３ 回
添削指導： ２回

学習図書 自校作成の教材資料を使用
その他 ： １３回

定期試験 有り 学 期 ：  ２回 副教材 無し

定期試験の

評価割合
    ８０  ％

評定算出方法

１００法５段階評定
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２０２４年度年間教育計画                         面接指導施設：国際製菓専門学校

回 日付 曜日 単元・学習内容
面接

指導
講義

レポート

(締切期日)
1 4/18 月 授業の進め方、試験・評価について ○

第1回(5/30)
2 4/25 月 地球儀や地図からとらえる現代世界① ○

3 5/9 月 地球儀や地図からとらえる現代世界② ○

4 5/16 月 グローバル化が進む世界① ○

5 5/23 月 グローバル化が進む世界② ○

6 5/30 月 人々の生活と地形① ○

第2回(7/4)
7 6/6 月 人々の生活と地形② ○

8 6/13 月 人々の生活と気候① ○

9 6/20 月 人々の生活と気候② ○

10 6/27 月 人々の生活と産業・文化 ○

11 7/4 月 前期試験 ○ 第3回(7/4)
※ノート提出12 7/11 月 試験返却・解説、まとめ ○

13 9/5 月 中国の生活・文化① ○

第4回(10/3)14 9/12 月 中国の生活・文化② ○

15 9/26 月 韓国の生活・文化① ○

16 10/3 月 東南アジアの生活・文化 ○

第5回(10/31)17 10/10 月 南アジアの生活・文化 ○

18 10/17 月 中央・西アジア、北アフリカの生活・文化 ○

19 10/24 月 サハラ以南のアフリカの生活・文化 ○

20 10/31 月 ヨーロッパの生活・文化① ○

第6回(12/5)

21 11/7 月 ヨーロッパの生活・文化② ○

22 11/14 月 ロシアの生活・文化 ○

23 11/21 月 アングロアメリカの生活・文化① ○

24 11/28 月 アングロアメリカの生活・文化② ○

25 12/5 月 後期中間試験 ○

26 12/12 月 試験返却・解説、まとめ ○

第7回(3/6)

27 12/19 月 ラテンアメリカの生活・文化 ○

28 1/16 月 オーストラリアの生活・文化 ○

29 1/23 月 地球的課題と私たち① ○

30 2/13 月 地球的課題と私たち② ○

31 2/20 月 地球的課題と私たち③ ○

32 3/6 月 進級試験 ○

第8回(3/6)
※ノート提出

33 3/13 月 試験返却・解説、まとめ ○

34 特プロ 月 日本の自然環境と防災 ○

35 特プロ 月 身近な地域の課題と地域調査 ○

教 科 科 目 期間 担当者

社会 地理総合
単位数： 2単位

[標準単位：2単位]
年間 福元佑紀

指導目標：日本のみならず広く人類としての様々な諸課題を日常生活と関連付けて取り扱い、地理的技能を身につける

とともに地理学習の有用性に気づき、自ら情報を収集し問題解決ができる力を身につける。

スクーリング 全 ３５ 回
面接指導：  回

教科書 高等学校 新地理A（帝国書院）
講 義 ： ３５回

レポート 全  ８ 回
添削指導： ６回

学習図書 新詳高等地図（帝国書院）
その他 ： ２回

定期試験 あ り
学 期 ：

前期１回、後期２回
副教材 なし

定期試験の

評価割合
   ８０ ％

評定算出方法

１００法５段階評定
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